
環境基準点 補助地点

河川 34 50

湖沼 7 10

海域 29 14

計 70 74

調査の種類 調査地点数

概
況
メッシュ調査 307

定点調査 61

定期モニタリング調査 30

1999年9月の情報です。

Ⅰ　公共用水域及び地下水の水質測定結果について

　神奈川県、建設省、横浜市、川崎市、横須賀市、藤沢市及び相模原市では、県内の公共用水域及
び地下水の水質汚濁状況を監視するため、水質汚濁防止法第１６条により測定計画を作成し、この計
画に基づいて調査を実施しているが、平成９年度の結果は次のとおりである。 

（I）測定の概要

１　測定地点数等 

測定地点数及び実施期間(測定頻度)

公共用水域
１４４地点

平成１０年４月～
　平成１１年３月(毎月１回)

地下水
３９８地点

平成１０年１０月～１１月
(年１回)

調査概要 

1. 概況調査
　県内の地下水質の全体的な概況を把握するため、次の調査を実施した。
(1)メッシュ調査
　横浜市、川崎市、横須賀市、藤沢市、相模原市、茅ヶ崎市、大和市、座間市、綾
瀬市、海老名市及び寒川町の１０市１町を１kmメッシュに分割し、メッシュ内に存
在する３０７カ所の井戸の水質について調査した。
(2)定点調査
　定点において長期的な観点から３０市町村６１カ所の井戸について経年的変化
を調査した。 

2. 定期モニタリング調査
　前年度までの調査の結果、汚染が確認された地点において継続的な監視を行
うため１１市町３０カ所の井戸で調査を実施した。 

２　測定項目 

公共用水域
健康項目 生活環境項目 特殊項目 その他項目 観測項目 計

２３ ９ １１ ７ １３ ６３

（注）健康項目………カドミウム、全シアン等人の健康の保護に関する項目
　生活環境項目…ＢＯＤ、ＣＯＤ等生活環境の保全に関する項目
　特殊項目………フェノール類、銅等法・条例の規制項目
　その他項目……アンモニア性窒素、燐酸態燐等
　観測項目………水温、流量等 

地下水
環境基準項目 その他項目 一般項目 計

２３ ３ ５ ３１
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（注）環境基準項目……カドミウム、全シアン等人の健康の保護に関する項目
　その他項目…フェノール類、フッ素、「硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素」
　一般項目……ｐｈ、水温等 

３　評価方法 

（１）公共用水域 

ア　健康項目の評価 

　全シアンは、測定地点における年間測定値の最高値が環境基準値以下の場合、その他22項目の健
康項目は、測定地点における年間測定値の平均値が環境基準値以下の場合に環境基準を達成して
いると評価する。 

イ　ＢＯＤ又はＣＯＤの評価 

（ア）類型指定水域における評価 

ａ　水域類型が指定されている環境基準点において、類型の環境基準値を満たしている日間平均値
のデータ数の占める割合をもって評価するが、その割合が75％以上ある場合、環境基準を達成してい
ると評価する。 

ｂ　一つの水域において複数の環境基準点を有する場合は、すべての環境基準点において環境基準
が達成されている場合、達成していると評価する。 

ｃ　県際水域（隣接都県にまたがる水域）については、県内の環境基準点で評価する。 

（イ）測定地点（環境基準点、補助地点）における評価 

　類型の環境基準値を満たしている日間平均値のデータ数に占める割合をもって評価するが、その割
合が75％以上ある場合、環境基準に適合していると評価する。 

（ウ）経年変化による評価 

　経年変化については､年間平均値により評価する。 

ウ　東京湾の全窒素及び全燐の評価 

　平成７年２月28日付環水管第33号、環境庁水質保全局水質管理課長通知による。 

（ア）水域類型が指定されている環境基準点における上層の年間平均値が基準値を満たしている場
合に、環境基準を達成していると評価する。 

（イ）一つの水域において複数の環境基準点を有する場合は、各基準点の上層の年間平均値を当該
水域内のすべての基準点について平均した値が基準値を満たしている場合に、環境基準を達成して
いると評価する。 

（ウ）県際水域については、東京都及び千葉県が測定している環境基準点のデータを含めて評価す
る。 

（２）地下水 

ア　環境基準項目の評価 

　全シアンは、測定地点における年間測定値の最高値が環境基準値以下の場合、その他22項目は、
測定地点における年間測定値の平均値が環境基準値以下の場合に、環境基準を達成していると評
価する。 
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イ　その他項目及び一般項目の評価 

　測定地点における年間測定値の平均値が評価基準値以下の場合、評価基準を達成していると評価
する。
　評価基準値は、フッ素及び「硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素」については、「水質汚濁に係る環境基
準についての一部改正する件の施行等について」（平成５年３月８日付環水管第21号、環境庁水質保
全局長通知）に定める指針値により、フェノール類及びｐｈについては、水道法第４条の水質基準値に
よる。 
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